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→取得したデータを適切に流通させたい: オープンデータ
オープンデータとは
Open≒戦略的開放≠誰でも自由に
Wilkinson et al., 2016, Scientific Data
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GNSS-Aデータにおける実験
Yokota, Ishikawa, Watanabe, 2018, Scientific Data
Scientific Data (NPG) from 2014
データはあらかじめリポジトリに登録する必要がある
• GGOS（Global Geodetic Observing System）：測地観測網はグロー
バル測地基準系の構築に必要な多種の観測システムの総称
• それぞれ異なるシステム体系を持つため整理が必要と近年考え
られてきている
• GGOS JapanはGGOSの日本支部のような立ち位置
GGOS:
WG on DOIs (2019~)
6-year activities (GGOS Japan)
GGOS Japan:
データDOI作業部会
(2019~)
“研究機関”は近年、急速にDOIへの対応を進めている。
しかし研究データは同様に扱われているのだから、機関に依存して進行に差が出るのは
研究コミュニティとしては不適切である。可能な限り、同様の取り扱いが望ましい。
DOIs for Data Working Group in GGOS Chair: Kirsten Elger, GFZ
GGOS WG: 固体地球科学関連データのDOIの現状
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内容：
各部門の事情（VLBIとかGNSSとか）
各機関の事情（UNAVCOとかNASAとか）
フォーマット問題：時系列・多点網 など
（Data Paper問題）
直近の課題→整理
次はEGU
最終的な落としどころは指針？
Chair: Kirsten Elger, GFZ
＊サービスとデータの違いについて
（論文，データ論文，データDOI）
＊グループとしての著者
＊時系列データのフォーマット（年，点数など）
GGOS WG on DOIs
Kirsten Elger
横田
宮原さん
村山さん
DOIs for Data Working Group in GGOS
IGS clock, 2017. International GNSS Service, GNSS Final Combined Satellite and Receiver Clock Solution (30 second) Product, Greenbelt, MD, 
USA:NASA Crustal Dynamics Data Information System (CDDIS), Accessed on January 31, 2017 at doi:10.5067/GNSS/gnss igsclk30 001. 
Advances in Space Research
GGOSの答申を受けて，日本の測地学コミュニティとしても
対応を検討する予定
データフォーマットと解説（データ論文が望ましい）の作成・データ登録
定期的（毎年？）なメタデータの付与 初期人的コスト
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まとめにかえて：コスト
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このようなケースでデータに
DOIを付与できればこの方法で
金銭問題は解決 ※JST次第？
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